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●以上の症状はすべてを記載したものではありません。 
　この他にも気になる症状があれば、主治医や薬剤師、看護
　師に相談してください。

重大な副作用

頻度不明
ショック

その他の副作用

頻度不明
発熱、発疹等、疼痛、腫脹、硬結

抗D人免疫グロブリン製剤で次のような副作用がおこること
があります。副作用が認められた場合、抗D人免疫グロブリン
製剤の投与を中止するなど適切な処置を行います。
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